
広報

５月27日（日）、田村新田区で井手町消防団（綱田貞二団
長）による林野火災訓練が消防団員や京田辺市消防署井手分署
員ら約160名が参加し実施されました。

訓練は水の確保が難しい山林火災を想定し、井手小学校有
王分校付近の水利から山間部の火点まで小型ポンプを複数台
使用して消火用水を中継する手順や、消火活動における消防
団員との連携などの訓練が行われました。

訓練の最後に、汐見町長から「昨年４月の木津川市から延焼
した山火事は、皆様方の素早い消火活動で延焼を食い止める
ことが出来ました。本日の訓練もきびきびと連携よく実施さ
れており、大変心強く感じました。いざという時には本日の
訓練の成果を発揮していただきますようお願いします。」と講
評がありました。また訓練終了後、新入団員を対象とした敬
礼などの動作を学ぶ教養訓練が行われました。
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H24-6 広報いで ２

４
月

日
（
土
）、
山
城
勤
労
者

２１

福
祉
会
館
で
Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
開
始
式
が
行
わ

れ
約

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

７０
開
始
式
で
は
村
田
忠
文
運
営
委

抜
高
校
野
球

出
場
）

▽
大
西
孝
信（
第

回
国
民
体
育
大

６６

会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技

少

年
男
子

第
５
位
）

▽
松
下
実
歩（
第

回
国
民
体
育
大

６６

会
な
ぎ
な
た
競
争
会

出
場
）

▽
岡
田
侑
大（
近
畿
中
学
生
オ
ー
ル

ス
タ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

出
場
）

開
会
式
に
引
き
続
い
て
行
わ
れ

る
予
定
だ
っ
た
、
町
長
旗
争
奪
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
雨
の
た
め

日
（
日
）
に
順
延
さ
れ
ま
し
た
。

２９試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
男
子
の
部
】（

チ
ー
ム
参
加
）

１５

優
勝

南
区

準
優
勝

Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

【
女
子
の
部
】（
２
チ
ー
ム
参
加
）

優
勝

東
部
区
チ
ー
ム

挨拶を述べる
山本会長

挨拶を述べる
汐見町長

Ｉ
Ｄ
Ｅ
ゆ
う
ゆ
う

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
開
始
式

表彰の様子

４
月

日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学

２２

校
で
井
手
町
体
育
協
会
（
山
本
一

男
会
長
）
の
総
合
開
会
式
が
開
か

れ
体
育
協
会
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方

へ
の
功
労
表
彰
や
、
優
秀
な
成
績

を
残
す
な
ど
活
躍
さ
れ
た
方
へ
の

選
手
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
に
わ
た
っ
て
体
育
協
会

１５
常
任
理
事
を
務
め
た
村
田
忍
さ
ん

と
、

年
間
に
わ
た
っ
て
体
育
指

３５

導
委
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を

務
め
ら
れ
た
森
川
洋
子
さ
ん
の
２

人
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し
、
２

チ
ー
ム

名
が
選
手
表
彰
を
受
賞

１４

し
ま
し
た
。
表
彰
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
、
順
不
同
）

【
功
労
表
彰
】

▽
村
田
忍
（
東
部
区
）

▽
森
川
洋
子
（
北
区
）

【
選
手
表
彰
・
団
体
の
部
】

▽
オ
ー
ル
山
城
硬
式
野
球
部（
全
日

本
少
年
硬
式
野
球
連
盟

春
季
全

国
大
会
京
滋
予
選

準
優
勝
）

▽
井
手
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム（
第

回
京
都
府
民
総
合
体
育

３４

大
会

優
勝
）

【
選
手
表
彰
・
個
人
の
部
】

▽
中
井
良
明（
京
都
府
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
秋
季
大
会

優
勝
）

▽
奥
村
悠
人（
第

回
全
国
高
等
学

５６

校
軟
式
野
球
選
手
権
京
都
府
大
会

優
勝
）

▽
山
田
翔
己（
京
都
府
中
学
校
柔
道

選
手
権
大
会

優
勝
）

▽
北
澤
沙
耶（
第

回
国
民
体
育
大

６６

会
陸
上
競
技

少
年
Ｂ
１
０
０
メ

ー
ト
ル

第
３
位

青
年
少
年
共

×

通
女
子
４

１
０
０
メ
ー
ト
ル

第
２
位
）

▽
吉
川
瑠
弦（
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

出

場
）

▽
白
川
拓
摩（
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会

出

場
）

▽
中
田
樹
希（
第

回
全
国
高
等
学

４０

校
選
抜
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
団
体
選
手

権
大
会
近
畿
予
選

第
７
位
）

▽
八
木
力
斗（
日
整
全
国
小
学
生
柔

道
大
会

出
場
）

▽
八
木
太
一（
第

回
全
国
中
学
校

４２

柔
道
大
会

出
場
）

▽
前
田
直
輝（
２
０
１
２
第

回
選

８４

抜
高
校
野
球

出
場
）

▽
村
上
海
斗（
２
０
１
２
第

回
選

８４

ス
ポ
ー
ツ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
育
協
会
総
合
開
会
式

いい で の ま ち かい で の ま ち か どど

ウオ
ッチ ン

グ

ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
高
め
読

書
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
間
４
回
行
っ
て
い
る
、
お
は

な
し
会
と
あ
わ
せ
て
、
昨
年
か
ら

実
施
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
達
は

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
あ
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
お
気
に
入
り
の
ぬ
い

ぐ
る
み
や
人
形
を
職
員
に
託
し

ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
翌
日
以
降
に
、

ぬ
い
ぐ
る
み
や
人
形
を
迎
え
に

図
書
館
を
訪
れ
、
ぬ
い
ぐ
る
み
た

ち
が
図
書
館
を
冒
険
す
る
写
真

を
熱
心
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。

員
長
や
松
田
定
教
育
長
の
挨
拶
に

続
い
て
フ
ッ
ト
サ
ル
や
カ
ロ
ー
リ

ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
な
ど
の

コ
ー
ナ
ー
が
開
か
れ
、
参
加
者
は

そ
れ
ぞ
れ
好
み
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
午
後
か
ら

は
会
場
近
く
の
竹
林
に
移
り
、
タ

ケ
ノ
コ
の
収
穫
作
業
に
も
挑
戦

し
、
収
穫
し
た
タ
ケ
ノ
コ
を
お
土

産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
ゆ
う
ゆ

う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
主
に
第

２
・
４
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。スポーツ吹き矢に挑戦する参加者

４
月

日
（
土
）、
井
手
町
図
書

２１

館
で
、
ぬ
い
ぐ
る
み
図
書
館
お
泊

り
会
が
行
わ
れ

名
が
参
加
し
ま

２８

し
た
。

ぬ
い
ぐ
る
み
図
書
館
お
泊
り
会

は
、
子
ど
も
た
ち
の
お
気
に
入
り

の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
人
形
を
預
か

り
、
そ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
が
読

書
や
館
内
の
冒
険
を
楽
し
ん
で
い

る
様
子
を
写
真
に
撮
影
し
て
子
ど

も
に
渡
す
と
い
う
企
画
で
す
。
子

夜
の
図
書
館
で
ど
ん
な
冒
険
が
？

ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
の
お
泊
り
会

ぬいぐるみを職員に託す子どもたち
ぬいぐるみのお気に入りとして
図書や絵本が紹介されます



H24-6広報いで１１３

５
月

日
（
月
）、
井
手
町
商
工

２１

会
館
で
井
手
町
商
工
会
（
小
川
幸

一
会
長
）
第

回
通
常
総
会
が
開

５２

催
さ
れ
、
会
員
ら

名
が
参
加
し

３６

ま
し
た
。
総
会
で
は
、
小
川
会
長

や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
前

年
度
の
事
業
報
告
や
収
支
決
算
、

新
年
度
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
よ

り
小
川
会
長
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。小

川
会
長
は
、
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
商
店
街
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
『
い
で
た
ん
』
が
誕
生
し
、

さ
く
ら
ま
つ
り
で
多
く
の
子
ど
も

た
ち
の
人
気
の
的
と
な
り
ま
し

た
。」
と
前
年
度
事
業
を
振
り
返

り
、「
町
の
商
工
業
の
発
展
を
目
指

し
て
き
め
細
か
い
事
業
を
積
み
重

ね
る
。」と
新
年
度
へ
の
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

５
月
２
日
（
水
）、
井
手
小
学
校

で
、「
井
手
っ
子
応
援
隊
」
の
発
足

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
に
社
会
人
講
師
や
子
ど
も

見
守
り
隊
な
ど
で
関
わ
り
の
あ
る

地
域
住
民
や
団
体
と
の
相
互
連
携

を
図
る
こ
と
で
、「
地
域
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
、
子
ど
も
を
包
み
こ

み
、
育
む
学
校
」
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
標
に
結
成
さ
れ
た
も
の

で
、
各
団
体
や
個
人

名
が
参
加

１５

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
中
村
校
長
を
は
じ

め
と
す
る
教
職
員
と
意
見
交
換
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
育

て
て
い
く
環
境
整
備
の
方
策
を
話

し
合
い
ま
し
た
。

井
手
っ
子
応
援
隊
発
足

５
月
９
日
（
水
）、
玉
泉
苑
で
井

手
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
総

会
（
二
木
昭
男
会
長
）
が
開
か
れ
、

各
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
ら
約

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２０

５
月

日
（
水
）、
役
場
で
交
通

１６

安
全
対
策
緊
急
会
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

亀
岡
市
で
発
生
し
た
集
団
登
校

中
の
児
童
ら
が
死
傷
し
た
事
故
を

受
け
対
策
を
検
討
す
る
た
め
開
催

さ
れ
た
会
議
で
、
綴
喜
交
通
安
全

発足式の様子

総
会
で
は
平
成

年
度
の
事
業

２３

報
告
や
決
算
報
告
、
平
成

年
度

２４

事
業
計
画
案
が
承
認
さ
れ
、
新
役

員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

順
不
同
）

会
長

二
木
昭
男

（
高
月
区
）

副
会
長

木
村
武
壽
（
北
区
）

副
会
長

山
中
昇

（
北
部
区
）

副
会
長
兼
女
性
部
長

森
川
綾
美
（
北
区
）

会
計

河
野
通
世
（
西
部
区
）

監
事

乾
國
昭

（
玉
水
区
）

監
事

谷
田
金
嗣
（
南
部
区
）

井
手
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
絡
協
議
会
総
会

金環日食の仕組みを
学ぶ特別授業

協
会
、
区
長
会
、
青
少
年
を
育
て

る
会
、
小
中
学
校
関
係
者
、
育
友

会
、
子
ど
も
見
守
り
隊
な
ど
町
内

関
係
団
体
の
代
表
者
、
ま
た
、
中

谷
副
町
長
、
松
田
教
育
長
、
議
会
、

山
城
広
域
振
興
局
、
山
城
北
土
木

事
務
所
、
田
辺
署
な
ど

名
が
参

２２

加
し
ま
し
た
。

中
谷
副
町
長
は
、
あ
い
さ
つ
の

中
で
「
井
手
小
学
校
前
で
は
、
歩

道
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
１

日
も
早
い
完
成
を
求
め
た
い
。
通

学
路
の
点
検
整
備
、
安
全
確
保
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
や
関
係
機

関
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
事
故
後
の
各
小
中

学
校
の
取
組
や
、
こ
れ
ま
で
に
調

査
し
た
通
学
路
の
危
険
箇
所
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、
今
後
の
対
応
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
早
急
に
現
地
調
査
を
実
施
し
府

な
ど
へ
の
要
望
や
、
町
で
実
施
す

る
対
策
に
つ
い
て
も
中
長
期
的
内

容
も
含
め
て
具
体
化
を
検
討
し
て

い
く
方
針
を
取
り
決
め
ま
し
た
。

交
通
安
全
対
策
緊
急
会
議

通常総会の様子

井
手
町
商
工
会

第

回
通
常
総
会

５２

新役員が承認されました

５
月

日
（
金
）、
泉
ヶ
丘
中
学

１１

校
で
、
金
環
日
食
を
テ
ー
マ
に
全

校
生
徒
１
７
９
名
を
対
象
に
出
前

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
大
学
理
学
研
究
科
付
属
天

文
台
の
山
中
雅
之
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
金
環

日
食
の
仕
組
み
、
見
る
際
の
注
意

点
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
、「
次
に
観
測
で
き
る
の

は
い
つ
で
す
か
。」な
ど
の
質
問
が

金
環
日
食
を
テ
ー
マ
に

出
前
授
業

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
日
食
当
日
の

日
（
月
）

２１

に
は
希
望
者
約

名
が
観
測
会
に

３０

参
加
し
、
教
職
員
と
と
も
に
熱
心

に
観
測
を
行
い
ま
し
た
。

緊急会議の様子

早朝からの観測会
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滑

4月19日（木）、役場において人権擁護委員の委嘱状伝達が行わ
れ、再任となった嶋田昌和さん、新任の丸山敦子さんに宇治法務局
の上野勝明支局長から委嘱状が伝達されました。

滑

4月22日（日）、山背古道～春のは～ふウォーク～が開催
されました。山背古道を気軽に楽しんでもらおうと山背古
道の半分をコースに設定し開かれたもので、雨にもかかわ
らず約100名の方が参加し里山の散策を楽しみました。
ゴール会場のまちづくりセンター椿坂では、井手町商店

街のマスコットキャラクター「いでたん」と木津川市の
「いづみ姫」が参加者を出迎え、地域の特産品を詰め込んだ
おにぎりも販売され賑わいました。

滑

4月27日（金）、井手小学校の3年生49名が、タケノコ
掘りを体験しました。
作業の前に農家の小川成美さんに掘り方のコツや注意

点を教えてもらい、小川さんや先生と協力しながら、たく
さんのタケノコを収穫しました。収穫したタケノコは、
それぞれの家庭に持ち帰るとともに5月1日（火）の社会
見学の昼食でも食べました。

4月25日（水）、山吹ふれあいセンターで井手町文化協会総会
が開催され任期満了に伴う役員改選で、新会長に前副会長の森
島武彦さんが選出されました。
総会では、小川前会長や来賓のあいさつに続いて前年度の事
業報告や収支決算、役員改選と新年度の事業計画、収支予算案
などが承認されました。事業計画では、歴史や文化をテーマに
した講演会の開催、加盟団体カラオケ大会や新たに舞台発表の
催しが計画されています。

5月2日（水）、まちづくりセンター椿坂で玉川保育園の5歳
児26名が陶芸体験を行いました。
陶芸体験は、陶芸工房山吹（木田和代代表）の指導のもとに毎
年行われています。園児たちは、山吹のメンバーの方々に作り
方を教わりながら、それぞれコップや花瓶など思い思いの作品
づくりに一生懸命取り組んでいました。

滑

滑

5月9日（水）、多賀小学校で放課後子ども教室「きらき
らランド」（森田正弘委員長）の開講式が行われ約40名が参
加しました。
ペタンクやカローリングといったニュースポーツ、折り

染めなど様々な体験コーナーが設けられました。また、今
年からプログラムに加えられたヒップホップダンスの体験
も行われ、リズムに合わせて基本的なステップを練習しま
した。会場は子どもたちのにぎやかな声に包まれていまし
た。

滑
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5月１１日（金）、多賀保育園の４歳児と５歳児32名が、
同園に隣接する木田昭徳さんの畑でスナップエンドウの収
穫を体験しました。
園児は、木田さんからはさみの使い方を教わった後、一

つ一つ丁寧に収穫していました。収穫したエンドウは、そ
の日のおやつとして調理され、残りはお土産として全園児
の家庭に持ち帰られました。

5月15日（火）早朝、町内各所で自転車安全利用推進月
間に伴う街頭啓発が行われました。
玉水駅前・多賀駅前では、自転車の交通ルールに関するチ

ラシと自転車に取り付ける反射材が配られ、交通安全を呼
びかけていました。

5月18日（金）、てん茶の生産に追われる多賀第二製茶組合（辻井一
彦組合長）の製茶工場を汐見町長が激励しました。今年は天候の影響が
心配されていたそうですが、茶葉は若干固めで品質的には良好な状態と
のことです。汐見町長は「大変ですが今年も頑張ってください。」と激励
していました。

滑

滑

滑

5月１6日（水）、大正池グリーンパークで泉ヶ丘中学校
１年生57名が校外学習を行いました。
生徒は、午前中はカレー作りに挑戦し、午後からは町と

「森林の利用保全に関する協定」を結んでいる企業が取り組
む森林整備の現場見学や、森林インストラクターの小川憲
一さんから周辺の樹木の性質を学びました。その後、豊か
な緑と清流を守る協議会（中坊睦会長）メンバーの指導を
受け、間伐した木材の枝を使ったアクセサリー作りや切っ
た重さを競う丸太切りなどを体験しました。
協議会メンバーとの交流を通して地域に貢献しようとす
る意識が高まったようです。

滑

5月20日（日）、多賀小学校で地元住民、消防団員、京田辺
市消防署井手分署員ら108名が参加し、西部区（森田正弘区
長）自主防災組織による防災訓練が行われました。
訓練では消防団員や分署員の指導のもと、水消火器を使っ

た消火訓練や消火栓からの放水体験が行われたほか、起震車
により震度7などの揺れを体験しました。その後、住宅用火
災警報器設置についての啓発ビデオの上映やＡＥＤを使った
救命講習、非常食の炊き出しなどが行われました。

滑
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6・7月の事業（場所の記載がない事業は子育て支援センターで行います）
土金木水火月日
16151413121110

よちよちちゃん広場
「七夕飾りづくり」
（午前10時～正午）

さんさん会
ブラッシング指導
【予約制】

（午前１０時半～正午）

23222120191817
とことこちゃん広場
「七夕飾りづくり」
（午前10時～正午）

子育てのコツ【予約制】
（午前１０時半～正午、
1、2歳児対象）

＊hughug＊
（ベビーマッサージ）

30292827262524
玉川保育園園庭開放

（午前10時半～１１時半）
さんさん会

おでかけ広場
（午前１０時～正午、
西部公民館）

7654327/1
＊hughug＊

（ベビーマッサージ）

141312111098
ぴよぴよちゃん広場
（午前10時～正午）

小児救命講習会【予約制】
（午前10時半～正午）

子育てサークルの紹介・活動
さんさん会：午前１０時～正午【妊婦～３歳位の子どもとその保護者】

代表：原田 （携帯電話 ０８０－１４４９－１１０４）
カモミール（キッズケア）【未就園児の親子】

代表：平間 （携帯電話 ０９０－５３６７－０３９７）
竹の子ひろば：毎週木曜日 午前１０時半～正午【未就園児の親子】

代表：平間 （携帯電話 ０９０－５６６６－０７０１）
＊hughug＊（ベビーマッサージサークル）午前１０時半～正午【0歳～1歳位の親子】

代表：丸山 （携帯電話 ０８０－３７６２－５８７１）
★初めての方は、代表までご連絡ください

各広場の対象者 場所：子育て支援センター
＊とことこちゃん広場：1歳半～就学前の親子

＊よちよちちゃん広場：7ヶ月～1歳半位の親子

＊ぴよぴよちゃん広場：妊婦～6ヶ月位の親子

＊お で か け 広 場：妊婦～就学前の親子

※上記の広場の予約は、いりません。

子育てをサポートします
★お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
★一時預かりの時間 平日（月～金曜日）午前8時半～午後4時半の必要時間

土曜日 午前８時半～正午の必要時間

子育て支援センターは、玉川保育園にあります。【ＴＥＬ・ＦＡＸ ： 0774－82－2232】

子育て支援センターからのお知らせ

★子育て支援センターは、事業の日だけでなく土・日以外毎日開いています。

★子育てで困った時、しんどい時の相談も受けています。

★開設曜日の時間

月曜日 ～ 金曜日 午前9時半～午後4時

（ちょいと気分転換という気軽な気持ちで遊びに来てください。）
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!!

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

区長名区名区長名区名

鎌田 親二上井手区西島 種夫南区

林 博田村新田区田中 信一北区

岩田 剛東部区寺島 正直玉水区

森田 正弘西部区山田 三喜男石垣区

松本 年雄南部区島田 英夫水無区

山本 昭雄北部区中坊 清和高月区

（敬称略）
平成24年度区長会名簿

会 長：森田 正弘
副会長：田中 信一
会 計：中坊 清和
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第３１回全国中学生人権作文コンテストの入賞作品から
このコンテストは、毎年法務省人権擁護局と全国人権擁護委員連合会が、次代を担う中学
生に自分の身近にある人権についての思いを作文に書いてもらうことによって、人権尊重の
大切さや基本的人権についての理解を深め、豊かな人権感覚を身につけてもらうことを目的
に開催されています。
作品から伝わってくる中学生の純粋な気持ちにふれて、人権について考えましょう。

法務大臣賞
「障がい者の私にできること」

岐阜県・岐阜県立岐阜聾学校中学部３年
河合茉奈

私は，生まれつき聴覚に障がいを持っています。大きい
音は聞こえますが，声が濁って聞こえてしまうため，男の
人の声と，女の人の声の区別もつきにくかったり，突然音
がしても何の音か分からなかったり，うしろから話される
と，聞きとれないということが多いです。
私は，小学校まで普通学校に通っていました。友達とは
手話などを使わず，読話（話し手の唇の動きや顔の表情か
ら話の内容を読み取ること。）でコミュニケーションをと
っていました。そのため，何を言われているか分からない
ことも多く，聞き返せなかった私は，分かったふりをして
しまいました。その結果，トラブルになってしまうことが
よくありました。その時の私は，この学校に聞こえない人
が一人しかいなかったので，自分が聞こえないことを認め
ることが出来なかったのだと思います。だから，聞こえる
人と同じようにしたかったのだと思います。しかし，そん
なことを続けていても，いい方向には行きませんでした。
だんだん自分に自信が持てなくなってしまったのです。だ
んだん，そんな自分が嫌になり，自分を変えたいと思い，
中学校から聾学校に行くことを決めました。聾学校に入っ
て，まず私が衝撃を受けたことは，みんな自分の思いを伝
えようとする気持ちが強く，そのために，手話が分からな
い健聴者に対して身ぶり手ぶりで伝えたり，それが伝わら
ないと分かると，筆談で伝えていたことでした。また，何
気ない会話でも積極的に話しかけ，健聴者の方も理解して
くれようと努力している姿を見たときは，とても感動しま
した。以前の私は，健聴者とは用事があるときしか，関わ
ろうとしなかったのです。それどころか，関わることさえ
避けていました。私は聾学校の人たちを見たとき，健聴者
に差別してほしくないと思っていたけれど，実は，私のほ
うが，障がいを持っている自分と向きあっていなかったこ
とに気づかされたのです。それからの私は，こんなことで
はダメだと思い，少しずつ自分を変えるように努力してい
きました。
ある日，私は電車の切符を買おうと思い，窓口に向かい
ました。駅員さんとの会話が分からず，恥ずかしかったけ
れど「聞こえないので筆談してください。」とお願いしま
した。すると，駅員さんはニコっと笑って，すぐメモ帳と
ボールペンを取りだし，筆談してくれました。そのとき，
私は勇気を出して言って，よかったと思いました。今まで
の私なら，その一言が言えず，切符を買うことができなか

ったでしょう。こういった経験をたくさんしていく中で，
私は少しずつだけど，変わってゆくことが出来ました。そ
して障がいを隠してゆくことは何も得られないということ
が分かりました。それよりも，包み隠さずに，ありのまま
の自分を知ってもらったほうが生活していきやすいのでは
ないかと思いました。また，手をさしのべてもらうのを待
つばかりでなく，自分からお願いすることも大切だと思い
ます。そうすれば，優しく手をさしのべてくださる人がた
くさんいるのです。
私は今，聞こえないから嫌だとか，恥ずかしいとかは思

わなくなってきました。そのままの自分でもいいと，前向
きに考えられるようになり，自分が好きになりました。聞
こえないことは不便だと思うこともたくさんあるけど，聞
こえないことを他で補うことが出来ることもあるし，出来
ないときは仕方がないこれが私なんだと吹っ切ることも出
来るようになりました。
また，障がい者だからといって，誰かを助けられないと

いうわけではないということも経験しました。この前，電
車を降りようとしたときに，電車とホームまでに段差が少
しあり，赤ちゃんをのせたベビーカーがなかなか降ろせな
くて困っている女の人を見かけました。私がベビーカーの
前の手すりを持ち，おろしたら，その女の人はニコリと笑
い，「ありがとうございました。」と言ってくださいました。
その言葉を聞いて，私はとてもうれしい気持ちになりまし
た。いつも助けられている，と思っていた私でも，他の人
を助けることができるんだと感じました。
私の理想は，障がいがある，ないにかかわらず，すべて

の人が支え合いながら生きていく社会です。障がい者だか
らといって助けてもらうばかりではなく，障がい者の方も
出来る範囲で人を助けられるようになれたら…と思いま
す。それが互いに支えあうということだと思います。そし
て私は，これから健聴者の方に聞こえない人のことをもっ
と理解してもらうために色々なところに参加して，聞こえ
ないとはどういうことかを伝え，難聴者と健聴者の架け橋
になるよう，努力したいです。
誰もが住みやすい社会になるために…。
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金
）

午
後
８
時
～
９
時
半

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す

・
雨
天
曇
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
子
様
だ
け

の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡

‐
５

８２

７
０
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
ペ
ン
ダ
ン
ト
）】

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

２０

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／

歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
害
の
あ
る
方

６５

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月

日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

２０

だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
内
容

6
月
は
、
町
府
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
の
第
１
期
納
期
限
で
す
（
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
）

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
医
療
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
６
）
ま
で

【
町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

日
時
／
６
月

日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

２４

場
所
／
ス
ー
パ
ー
ボ
ウ
ル
城
陽

【
夏
季
軟
式
野
球
大
会
】

日
時
／
７
月
１
日
（
日
）・
８
日
（
日
）

場
所
／
井
手
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
和
太
鼓
交
流
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
７
時
半
～
９
時
半

１３

場
所
／
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
和
太
鼓
教
室
（
サ
ー
ク
ル
）】

日
時
／
６
月

日
（
土
）・

日
（
土
）

１６

３０

７
月
７
日
（
土
）

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
和
太
鼓
教
室
】

日
時
／
６
月

日
（
土
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２３

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
児
童
館
（
℡

‐
８２

４
１
１
２
）
ま
で

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
太
極
拳
（
入
門
・
初
級
）》

日
時
／
６
月

日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
３
時

２２

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
大
正
琴
》

６
月

日
の
午
前
８
時
半
か
ら
午
後
５
時
ま

１９

で
。
郵
便
に
よ
る
こ
と
な
く
、
選
挙
管
理
委
員
会

に
直
接
文
書
で
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

煙
投
票
所

第
１
投
票
区

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
（
大
字
井
手
及
び
田

村
新
田
の
有
権
者
）

第
２
投
票
区

多
賀
小
学
校
体
育
館
（
大
字
多
賀
の
有
権
者
）

期
日
前
投
票
所

井
手
町
役
場

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡

‐
６
１
６
１
）
ま
で

８２国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

更
新
は
お
済
で
す
か

平
成

年
度
は
、
一
般
被
保
険
者
証
は
「
水

２４

色
」、
退
職
被
保
険
者
証
は
「
藤
色
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。

更
新
が
ま
だ
の
方
は
、
至
急
に
井
手
町
役
場
保

健
医
療
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
お
手
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑

現
在
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
（
会
社

の
健
康
保
険
な
ど
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

至
急
に
資
格
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】

・
お
手
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

※
現
在
国
民
健
康
保
険
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
保
険
証
（
国
保
加
入
者

全
員
の
も
の
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
印
鑑

国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
、
更
新
の
手
続
き
が
で
き
て
お
ら
れ
な
い
場
合

は
、
窓
口
に
お
い
て
納
付
相
談
等
を
行
い
、
短
期

被
保
険
者
証
等
の
交
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気

救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時
／
７
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定
員
／

名
程
度

１０

参
加
費
／
無
料

受
付
期
限
／
６
月

日
（
土
）
ま
で

３０

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
（
℡

‐
３
０
０
０
）
ま
で

８２

投
票
日
は
６
月

日（
日
）井
手
町

２４

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

本
年
６
月

日
に
任
期
が
満
了
す
る
井
手
町

２９

農
業
委
員
会
委
員
の
一
般
選
挙
は
６
月

日
告

１９

示
、

日
投
票
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

２４

煙
選
挙
権
と
被
選
挙
権

①
井
手
町
農
業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す

る
者

②
年
齢
が
満

歳
以
上
の
者

２０

③

ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を

１０
営
む
者
、
ま
た
は
こ
の
同
居
の
親
族
、
そ
の
配
偶

者
（
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
に
つ
い
て

は
、
年
間

日
以
上
の
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る

６０

者
）

煙
立
候
補
届
出
期
間

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
教
室
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受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・
消
費

生
活
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

１８

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

２５

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
、
玉
泉
苑
、

６
月
は
、
井
手
地
区
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
月
で
す
。
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
第
１
回
】

日
時
／
６
月

日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
半

２７

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

１４

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
７
月
５
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
わ
く
わ
く
広
場
】

日
時
／
７
月
６
日
（
金
）
午
前

時
～
正
午

１０

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
診
》

日
時
／
６
月

日
（
金
）

１５

対
象
／
Ｈ

・

・
８
か
ら
Ｈ

・
１
・
１
生
ま
れ

２０

１０

２１

《
１
歳
半
健
診
》

日
時
／
７
月
２
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ

・

・

か
ら
Ｈ

・

・

生
ま
れ

２２

１０

２２

２２

１２

３１

子

育

て

健

康

各

種

相

談

第
３
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
と
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
８２

‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
育
児
相
談
》

日
時
／
６
月

日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時
／
７
月
４
日
（
水
）

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
半

１０

場
所
／
西
部
公
民
館

《
遊
び
の
広
場
》

日
時
／
６
月

日
（
水
）

１３

受
付
／
午
前
９
時
半
～

時
１１

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
発
達
相
談
》

日
時
／
６
月

日
（
木
）

２１

受
付
／
完
全
予
約
制
。
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

‐
８２

３
３
８
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
６
月

日
（
火
）・

日
（
火
）

１２

２６

７
月

日
（
火
）

１０

午
前

時
半
～
午
後
２
時

１０

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ

ー
（
℡

‐
３
３
８
０
）
ま
で

８２

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
６
月

日
（
火
）・

日
（
火
）

１２

２６

７
月

日
（
火
）

１０

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

‐
６

８２

１
６
５
）
ま
で

井手町では、木造住宅の耐震診断を希望される住民の

方に、耐震診断士を派遣する事業を実施しています。

＜対象＞次の要件すべてに該当する木造住宅。

①住戸の半分以上の床面積が住宅として使用されて

いるもの。

②昭和56年5月31日以前に完成しているもの。

③簡易耐震診断の診断結果の評点が9点以下である

もの。

＜募集戸数＞９戸（先着順）

＜必要な費用＞3,000円（診断一戸あたりの自己負担）

＜申込期間＞平成25年1月31日（木）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

井手町木造住宅耐震診断井手町木造住宅耐震診断士士
派派遣遣事業のご案事業のご案内内

井手町では、地震に強いまちづくりを推進するため「井

手町木造住宅耐震改修事業費補助金」として、木造住宅耐

震改修に要する費用の３／４で９０万円を限度に助成します。

＜補助対象＞次の要件すべてに該当するもの。

①昭和56年5月31日以前に着工され、完成している

もの。（床面積の2分の１以上を住宅の用途として

使用しているもの。）

②井手町木造住宅耐震診断士派遣事業実施要綱(平成

18年井手町告示第24号)に基づいた耐震診断又は建

築士による耐震診断を行っていること。

③耐震診断の結果、評点が1.0未満と診断された木造

住宅を1.0以上に向上させるもの。

④井手町が特に耐震改修を促進すべきと定めた地域に

建築されていること。

⑤町税等の滞納がない者であること。

＜補助金額＞木造住宅耐震改修に要する費用額の４分の３

（ただし上限は90万円）

＜募集戸数＞２戸（先着順）

＜申込期限＞平成24年12月28日（金）まで

＊お問い合わせは、建設課（℡82-6167）まで

木造住宅耐震改修の補助のご案木造住宅耐震改修の補助のご案内内
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Ｑ
．
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
。

Ａ
．
す
べ
て
の
年
金
加
入
者
を
対
象
に
、
毎
年
誕
生
月
に

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
。
こ
の
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
、
日
本
年
金
機
構

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

年
金
記
録
に
つ
い
て
は
、
毎
月
更
新
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
郵
送
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、
年
１
回

の
通
知
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
、
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
で
は
、
最
新
の
年
金
記
録
を

時
間
い
つ
で
も
確

24

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、
35

歳
、

歳
、

歳
の
節
目
の
年
齢
の
と
き
に
送
付
さ
れ
る

45

58

も
の
以
外
は
、
直
近
一
年
分
の
年
金
記
録
し
か
記
載
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
電
子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
で
は
、
す

べ
て
の
期
間
の
年
金
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。電

子
版
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
の
利
用
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
年
金
個

人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」（
平
成

年
２
月
ま
で
）
を
利
用

23

し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用

Ｉ
Ｄ
の
切
り
替
え
で
利
用
開
始
が
で
き
ま
す
。

書
面
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
郵
送
に
代
え
て
、

電
子
版
の
｢ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
郵

送
費
な
ど
の
コ
ス
ト
削
減
や
資
源
の
節
約
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
書
面
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
郵

送
を
今
後
も
希
望
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ロ
グ
イ
ン

後
の
画
面
で
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
書
面
に
よ
る
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
の
郵
送
を

希
望
し
て
も
、
後
で
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
を
「
希
望
し
な
い
」
と
登
録
し
た
場
合
で

も
、

歳
、

歳
、

歳
の
節
目
の
年
齢
に
は
、
書
面
に

35

45

58

よ
る
｢ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
郵
送
さ
れ
ま
す
。

癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介

６
月

一
般
書

「
棟
居
刑
事
の
見
知
ら
ぬ
旅
人
」
森
村
誠
一

「
江
戸
へ
吹
く
風
」

岩
井
三
四
二

「
霖
雨
」

葉
室
麟

「
屋
上
ミ
サ
イ
ル
２
」

山
下
貴
光

「
エ
ス
Ｓ
」

鈴
木
光
司

「
保
護
者
の
た
め
の
あ
た
ら
し
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
教
科
書

お
と
な
の
知
ら
な

い
ネ
ッ
ト
の
世
界
」

「
手
間
い
ら
ず
の
庭
づ
く
り
」

児
童
書

「
よ
ろ
し
く
と
も
だ
ち
」

降
矢
な
な

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

午
前

時
～
午
後
６
時

１０

☆
６
月
・
７
月
の
休
館
日

６
月
４
・

・

・

～

日

１１

１８

２５

３０

７
月
２
・
９
・

・

・

・

日

１７

２３

２６

３０

※
６
月

日
～

日
は
、
特
別
資
料
整

２５

３０

理
日
の
為
、
休
館
し
ま
す
。（
７
月
１
日

は
開
館
し
ま
す
。）

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人

冊
、
２
週
間

１２

雑
誌
は
１
人
５
冊
、
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
、
１
週
間

「
う
ち
は
お
人
形
の
修
理
屋
さ
ん
」

ヨ
ナ
・
ゼ
ル
デ
ス
・
マ
ク
ド
ノ
ー

「
お
か
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
る
」

長
谷
川
義
史

「
お
ば
け
の
学
校
ド
キ
ド
キ
め
い
ろ
」

小
野
寺
ぴ
り
り
紳

「
あ
こ
が
れ
お
仕
事
い
っ
ぱ
い
！
せ
い
ふ

く
図
鑑

大
き
く
な
っ
た
ら
ど
れ
着
た

い
？
」

６
月
・
７
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
紙
し
ば
い
》

６
月
９
日
（
土
）
７
月

日
（
土
）

１４

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

《
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
》

※
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
が
や
っ
て
き
ま
す
！

６
月

日
（
水
）

１３

午
前

時

分
～

時

分

１０

１５

１１

２０

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
前
お
よ
び
集
会
室

※
賀
泉
苑
で
は
、
毎
週
水
曜
日
午
前
１０

時
～

時
半
ま
で
、
図
書
館
職
員
が
出

１１

張
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。

（
休
館
日
な
ど
に
よ
り
、
出
張
日
が
変
わ

る
時
が
あ
り
ま
す
。）

和解せず
藤田 宜永
絶縁状態だった元国会議員の
父親の通夜に足を運んだプロ
モーターの章吾。数日後、招
聘したチェロ奏者が逮捕され、
章吾は多大な負債を抱える。
父親の遺産が手に入れば借金
は返せるが…。『小説宝石』連
載を修正加筆して書籍化。

病気にならない５５円どんぶり
幕内 秀夫
乗せるだけ、混ぜるだけ、炒
めるだけ！ 少しの野菜や常
備食、缶詰やレトルト、冷凍
食品などを使った１人前５５円
以下のどんぶりレシピを紹介。
１５円漬物、１５円味噌汁のレシ
ピも収録する。

すすめ！図書くらぶ①
旧校舎の黄金書
日向 理恵子
晃子は本が大好きな女の子。
５年生になって念願の図書委
員になれた。ある日、担任の
先生が図書くらぶを立ち上げ
ると宣言する。旧校舎の図書
室の本も見せてあげると言わ
れ、晃子も入部するが、そこ
には信じられない秘密が…。

知ろう！再生可能エネルギー
馬上 丈司
今注目を集めている再生可能
エネルギーの特徴と、それに
よって社会がどう変化するの
かを、子どもたちに向けてや
さしく解説する。見返しに「日
本各地の再生可能エネルギー」
等を掲載。



H24-6広報いで１１１１

し尿収集日程

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（TEL82‐6168）まで

収集区域し尿収集
区域番号収集日

西北河原、東北河原、南口、西北ノ
代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ
花、茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

⑨６月１４日
７月５日

阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立
石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

⑩６月１５日
７月６日

内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、
石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、
浜、上ノ浜

⑪６月１８日
７月９日

安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中
島、西垣内、中垣内、東垣内

⑫６月１９日
７月１０日

里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢
ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、田村
新田

⑬６月２０日

川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、
柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、扇
畑、浜田、橋ノ本

⑭６月２１日

梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ
阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南
溝、下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

⑮６月２２日

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、カン、ビン、ペットボトル、発泡トレー等は透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入れて出し
てください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫
・ 洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール・紙パック・雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

その他
発 泡
トレー等

ペット
ボトル

粗大ごみビンカン燃やすごみ
区 分

地 区

水曜日

６月１２日

６月２６日

７月１０日

６月１４日７月５日６月２１日６月２８日火・金曜日

北 区

南 区

水 無 区

水曜日
６月１９日
７月３日

６月１５日７月５日６月２２日６月２９日月・木曜日

玉 水 区

石 垣 区

高 月 区

水曜日
６月２０日
７月４日

６月１４日６月２８日６月２１日７月５日火・金曜日上 井 手 区

水曜日
６月１３日
６月２７日

６月１４日６月２８日６月２１日７月５日火・金曜日多 賀 全 区

ごみ収集日程表（6月11日～7月10日）

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

拡
撹

鈎
鈎

鈎

拡 撹鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎鈎

※し尿に関するお問い合わせは、
城南衛生管理組合（TEL075‐631‐5171）まで

古紙の日に出せるもの・出し方
●『新聞』、『雑誌』、『ダンボール』、『紙パック』、『雑紙』（その他の

紙類）です。

（雑紙 ： チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。雑紙について

いるビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）

●『新聞』、『雑誌』、『ダンボール』は、例えば『新聞』なら『新

聞』だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、種

類ごとに出して下さい。

●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開い

ている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に入

れれば出すことができます。

●ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さない

でください。『新聞』、『雑誌』、『ダンボール』、『紙パック』、『雑

紙』それぞれでリサイクルの方法が違います。また、ひと目で

ごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を

低下させます。

●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開

いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。

●出来るだけ地域の集団回収に出してください。

●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はが

きなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおい
・ ・ ・

のつい

た紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感

熱性発泡紙は燃やすごみです。

新聞

雑誌

ダンボール

束ねて、ひもでくくる 小さいものは透明袋・紙袋へ
※大きい紙をちぎる必要はありません

よく洗う

切り開き
よく乾かす

束ねて
ひもでくくる



「井手ねっと！ブログ」

参加者募集中
井手ねっと！では、新規参加者をお待ちしていま

す。井手町在住・出身の方、また、町外でも井手町

に興味がある方は大歓迎です。

井手ねっと！（http://idenet.jp）で自分のホームペー

ジ（ブログ）を作ってみませんか。

ブログ開設のお申込は下記の電話番号まで。

＊お問い合わせは、井手ねっと！運営委員会事務局

（井手町企画財政課内 ＴＥＬ８２‐５２１２）まで

〈
婚
姻
〉

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）

公共施設電話番号一覧
電話番号名 称

0774－82－6161総 務 課
0774－82－6162企画財政課
0774－82－6163税 務 課
0774－82－6164住民福祉課
0774－82－6165高齢福祉課
0774－82－6166保健医療課
0774－82－6167建 設 課
0774－82－6168産業環境課
0774－82－6169上下水道課
0774－82－6171会 計 課
0774－82－6172議会事務局
0774－82－4333
0774－82－5700

教育委員会（学校教育課）
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課）

0774－82－3380
0774－82－4112

いづみ人権交流センター
いづみ児童館

0774－82－3385保健センター
0774－82－3690地域包括支援センター
0774－82－2070泉ヶ丘中学校
0774－82－2119井手小学校
0774－82－2112多賀小学校
0774－82－2153玉川保育園
0774－82－2225多賀保育園
0774－82－4160いづみ保育園
0774－82－2232子育て支援センター
0774－82－4651環境衛生センター
0774－82－3617学校給食センター
0774－82－3838井手町まちづくりセンター椿坂
0774－99－4318町立デイサービスセンター
0774－82－3499老人福祉センター「玉泉苑」
0774－82－5059老人福祉センター「賀泉苑」
0774－82－3000京田辺市消防署 井手分署
0774－82－2001代 表 番 号井手町役場

〈
出
産
〉

（４月２０日から５月１９日までの届出分・敬称略）

妻夫住所

田 中 深 雪古 田 拓 也井手

芝 田 有 梨日 髙 史 隆多賀

届出人赤ちゃん住所

大新 谷 結 菜
ゆ な

井手

真 由 子西 出 暁 翔
あき と

井手

正 晃大 西 希 果
のの か

井手

盛 友伊 庭 由 彩
ゆ あ

井手

自力整体教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）月6/11
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）火12

育児相談（午前９時半～１０時半、保健センター）
遊びの広場（午前９時半～１１時、保健センター）
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
和太鼓交流教室（午後７時半～９時半、自然休養村管理センターホール）

水13

山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交
流センター)

木14

３歳児健診（午後１時～１時半、保健センター）金15
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土16
IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）日17
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談
（午後１時～４時、賀泉苑）
自力整体教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

月18

手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）火19
料理教室（午前１０時～正午、いづみ人権交流センター）
生き生きふれあいサロン【ペンダント】（午後１時半～、玉泉苑）水20

発達相談（完全予約制、ご希望の方は保健センターにお問い合わせく
ださい、保健センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

木21

大正琴教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～正午、午後３時～３時半、いづみ人権交流セ
ンター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

金22

IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
和太鼓教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土23

町民ボウリング大会（午前９時半～、スーパーボウル城陽）日24
無料法律相談(午後２時～４時、玉泉苑）
自力整体教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）月25

こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

火26

朗読ボランティア養成講座【第一回】（午後１時半～３時半、玉泉苑）
和太鼓交流教室（午後７時半～９時半、自然休養村管理センターホール）水27

健康教室（午前１０時～１１時半、いづみ人権交流センター）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交
流センター)

木28

金29
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土30
無火災デー防火パレード
夏季軟式野球大会（井手町住民グラウンド）日7/1

心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、
玉泉苑）
１歳半健診（午後１時～１時半、保健センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
自力整体教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）

月2

火3
育児相談（午前９時半～１０時半、西部公民館）水4
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
パソコン教室(午後２時半～５時、午後６時半～９時、いづみ人権交
流センター)

木5

わくわく広場（午前１０時～正午、玉泉苑）
天文台公開（午後８時～９時半、山吹ふれあいセンター）金6

フレンド交流会（午前９時半～午後１時半、自然休養村管理センター）
和太鼓教室【サークル】（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）土7

夏季軟式野球大会（井手町住民グラウンド）日8
自力整体教室（午後７時１５分～８時４５分、いづみ人権交流センター）月9
こころの相談室（午前１０時半～午後２時、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室）火10

住 民 カ レ ン ダ ー

行 事曜月日

出張徴収
【多賀】

まちのカレンダまちのカレンダーー
（6月11日～7月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町役場
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/
E-mail：info@town.ide.kyoto.jp

出張徴収
【北・南】
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